
東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

18 年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

概ね適正な事業運営であると判断しますが、引き続き効率的かつ効果的な事業実施を推進するとともに、市民ニーズの把握に努め、
新規事業についても必要性を総合的に判断しながら検討を進めてください。

二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

障害者総合支援法、障害福祉計画に基づき、市で実施することが義務付けられており、必要性が十分にある事業です。また、障害によって必要
となる日用品の支給や外出の支援等をおこなっており、障害者にとって必要な事業です。

有効性
障害者の能力・適性に応じ、自立した生活ができるよう、利用者の方々の状況に応じて柔軟に対応できる各種サービスが実施されており、有効な
事業です。地域の特性にあわせて行っていく事業であるため、市内の障害者等の要望を広く汲み取って柔軟に対応する必要があります。

達成度
十分達成していると思いますが、今後もニーズの多様化、複雑化が予想されますので、改善すべき点は改善し、制度の一層の充実を図っていく
必要があると考えます。あわせて、サービスの周知を図り、利用者を増やしていけるよう努めます。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 45,667 55,788 62,694
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一次評価者 障害福祉係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

概ね適切な事業運営が行えていると考えられます。
しかし、事業によっては利用者の少ないものがあります。また、地域の特性、市民のニーズにあわせて事業をおこなっていく必要があります。

効率性
現行システムの有効活用等により効率化は十分図られていると思いますが、事業実施体制の充実・強化等、今後検討が必要となった場合、予
算・人員等について検討を進め、効率化を図る必要があると考えます。

改　革
計　画

障害者等のニーズを調査するとともに、サービスの利用状況を把握、分析し、利用者の少ない事業については、周知徹底を図ります。また、市民
の要望があり、それが障害者にとって有益なものであれば新たな事業として取り入れる検討も進めます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 36,886 47,123 54,016

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.441 8,781 1.441 8,665 1.441 8,678

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 17,287 26,338 25,720

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 19,599 20,785 28,296

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の内容により、指標設定に
はなじまない。

公的関与

089-964-4406 メールアドレス syakaifukushi@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（３）障害福祉サービスの提供

事業区分

事業の対象 障害者及び障害児 根拠法令
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため
の法律

総合計画 政策目標 第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ４ 障害者施策の充実

008 3001 事務事業名 地域生活支援事業 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
障害のある人等が自立して日常生活や社会生活を営む
ことができるように、地域の特性や利用者の状況に応じ
て効率的・効果的に実施していきます。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 社会福祉課 係　　名 障害福祉係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

移動支援 意思疎通支援事業

日中一時支援事業 相談支援事業

日常生活用具給付事業

成果指標
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年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

非該当

事業の目的 最終的
障害者虐待の防止、虐待を受けた障害者の迅速かつ
適切な保護及び自立の支援並びに養護者に対する適
切な支援を行います。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 社会福祉課 係　　名 障害福祉係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

障害者虐待防止の体制整備 障害者虐待に関する普及啓発

関係機関の連携強化

障害者虐待防止事務従事者の研修

成果指標

公的関与

089-964-4406 メールアドレス syakaifukushi@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）障害者施策の総合的推進

事業区分

事業の対象 障害者及び障害児 根拠法令
障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関
する法律

総合計画 政策目標 第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ４ 障害者施策の充実

008 3013 事務事業名 障害者虐待防止対策支援事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

成果目標を設けることにな
じまない。

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 0 0

計(Ａ) 0 0 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.007 43 0.007 42 0.007 42

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 43 42 42

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 障害福祉係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

要綱やマニュアルの策定、関係機関への協力依頼など、実施体制の整備を行っていますが、これまで、相談・通報・届出等、虐待と判断された事
案がないことから、虐待事案が発生した場合に、適切かつ迅速な対応ができるかが課題です。

効率性 基幹相談支援センターに業務を委託することにより、効率的に事業が実施できています。

改　革
計　画

基幹相談支援センターのある社会福祉協議会や関係機関との連携を一層強化すること、また関係者の積極的な研修参加等を進める必要があり
ます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

引き続き虐待防止や早期発見のための啓発事業や関係機関との連携強化を推進するとともに、実際に事案が発生した際に適切な対
応ができるよう実効性のある体制整備に努めてください。

二次評価者 社会福祉課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

障害者虐待の防止は、障害者虐待防止法で市の責務として義務付けられており、必要な事業です。

有効性 本事業は、障害者や養護者に対する適切な支援を行うために有効性が高いものです。

達成度 要綱やマニュアルの策定、障害者虐待防止センターの設置は完了していますが、今後は実施体制の充実を図っていく必要があると考えます。

必要性
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